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一般名処方オーダの入力方法

１）処方は従来通りの方法で入力する。

２）オーダ確認画面に「一般名処方」欄が追加され、一般名処方が可能な品目については既定で一般名
処方欄にチェックが入り、薬品名が自動で一般名に変換されるので、確認の上でオーダを完了する。

※一般名処方を行わない場合は、一般名処方欄のチェックを外すことで、薬品名が商品名に戻る。

３）一般名処方を行った場合、薬品名は処方箋には一般名で表示され、カルテには商品名と一般名が
併記される。 《処方箋》 《カルテの画面》

後発医薬品が存在する医薬品について、商品名に代えて、一般的名称（成分名）に剤形及び含量を
付加した記載の処方のこと。後発医薬品の使用推進策の一環である。
◆一般名処方加算：後発医薬品が存在する全ての医薬品が一般名処方されている場合は加算1(6点)を算定し、

処方箋に1品目でも一般名処方が含まれている場合は加算2(4点)を算定する。

6月の薬事委員会および科長会議にて、本院における一般名処方オーダの実施が
承認されました。つきましては、外来・院外処方オーダを対象に、一般名処方オーダを
2018年8月1日より開始いたしますので、よろしくお願いいたします。

（例）ガスター錠20mg 1回1錠 （1日2回） 分2 (朝)食後、眠前

不明な点につきましては、薬剤部・医薬品情報管理室(内線 7083)までご連絡下さい。（文責：山内）

一般名処方とは？

（注意）後発医薬品が存在しない医薬品は商品名のまま表示されます。（注意）後発医薬品が存在しない医薬品は商品名のまま表示されます。


